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平成２３年度高校生ものづくりコンテスト　（第８回）熊本県大会
電子回路組立部門　　当日課題 ２０１１・０６・１８

１：　概要
持参したコンピュータに当日設計・製作する回路、及び当日支給する制御対象回路を組み合わせた
コンピュータシステムを作り、指示された動作をするプログラムを完成させる。

＊１
（各自持参）

＊２

＊３ （接続済み）

＊詳細はシステム構成例を参照＊１～３のケーブルは事務局で準備

２：　設計製作する入力回路
① 入力ポートは４ビットとし、アナログ入力（約０～５Ｖ）とデジタル入力３ビットで構成する。

（デジタル入力はタクトスイッチ・トグルスイッチ及びフォトセンサを使用する）
②　 電源は持参したコンピュータ側から供給する。
③ 入力回路を設計し、その回路及び部品配置・配線を方眼紙（Ａ４）に描き提出する。

（ＣＮ５のコネクタピンは、下図の様に配置する）
④ 部品配置は概ね下図を参照（記入された以外の部品配置は自由とする）
⑤ 各部品の動作は以下の動作条件による。

（アナログ入力は、ＶＲ１（センター）～ＣＮ５（８Ｐｉｎ）間に１ｋΩの抵抗を入れる）
⑥ 設計した回路を製作する。

ＣＮ５接続
１Ｐｉｎ １Ｐｉｎ Ｖｃｃ ２Ｐｉｎ ＰS１（フォトセンサ）

３Ｐｉｎ ＮＣ ４Ｐｉｎ ＳＷ２（タクトスイッチ）
５Ｐｉｎ ＮＣ ６Ｐｉｎ ＳＷ１（トグルスイッチ）
７Ｐｉｎ ＮＣ ８Ｐｉｎ VR1（アナログ約０～５Ｖ可変）
９Ｐｉｎ ＮＣ １０Ｐｉｎ ＧＮＤ

部品配置 動作条件
＊ （ＶＲ１）：ボリューム
ＶＲの回転方向は問わない

１Ｐｉｎ （電位の高い方に赤シール貼り付け）

＊ ＳＷ１：トグルスイッチ
Ｈｉ側に赤シールを貼り付け

＊ ＳＷ２：タクトスイッチ
ＣＮ５ 通常＝Ｈｉ 押した時＝Ｌｏ

＊ ＰＳ１：フォトセンサ
ＶＲ１ ＳＷ１ ＳＷ２ 通常＝Ｌｏ 遮光時＝Ｈｉ

支給部品表 組立て条件
数量 ＊ ユニバーサル基板に、ＣＮ５接続・
1 動作条件を基に回路設計及び、
1 組立て・配線を行い、シャーシーに
1 組立て完成させる。
1
1 ＊ ＰＳ１のみ取り付け済み、
1 他の部品は自由配置とする。
3 （配置例を参考にして良い）
1
1 ＊ 裏面の配線は交差しない事、部品
適宜 面のジャンパーは３本以内とする。

ＶＲ１：１０ｋΩボリューム
4 ＳＷ１：トグルスイッチ

配置例

10 配線材料及びビス・ワッシャー類

5 ＳＷ２：タクトスイッチ

7 抵抗１０ｋΩ
6 ＰS１：フォトインタラプタ（透過型）

8 抵抗３９０Ω

制御対象回路
（当日支給）

設計製作回路
（当日製作）

持参するコンピュータ
（ＣＰＵ及び製作する
プログラムは自由）

開発環境
（各自持参）

電源
（持参）

電源
（支給）

ＰＳ１

9 抵抗１ｋΩ （アナログ入力用）

番号 品名（型番等）
1 ユニバーサル基板（サンハヤト２９３相当）

2 ＣＮ５：ボックス型１０Ｐｉｎコネクタ
3

ＰＳ１を除き自由配置



第８回高校生ものづくりコンテスト熊本県大会 机Ｎｏ：
氏名等 学校名：

氏名：

＊ 設計製作回路の当日課題に基づいて、”回路図”及び”部品配置”・”配線”の作図を行うこと。
＊ 作図はフリーハンド又は定規・テンプレート等使用しても構わない。

”作図上の注意”
ＪＩＳ標記に準拠して

回路図 作図すること。
部品品番・値・及び
端子番号等を記入
すること。

”ＣＮ５の接続”
１：　ＶＣＣ
２：　ＰS１
３：　ＮＣ
４：　ＳＷ２
５：　ＮＣ
６：　ＳＷ１
７：　ＮＣ
８：　ＶＲ１
９：　ＮＣ
１０：　ＧＮＤ

”部品配置上の注意”
　ＰＳ１ 部品配置は概ね課題図を参照すること。

部品面 ”ＰＨ１”のみ部品取り付け済み。
他の部品の配置は任意とする。

（部品配置
を作図） ＶＲ１：ＶＲの回転方向は問わない

（電位の高い方に赤シール貼り付け）
ＳＷ１：Ｈｉ側に赤シール貼り付け
ＳＷ２：通常Ｈｉ、押した時Ｌｏ

ＰS１：通常Ｌｏ、遮光したときＨｉ

”その他の注意”
ＶＲ１のセンターとＣＮ５Ｐｉｎ８の間に
１ｋΩの抵抗を入れること。
部品面のジャンパーは３本以内とする。
又作図上は実線で記入すること。

”配線上の注意”
配線は、すずメッキ線を使用する。

配線面 配線は水平・垂直方向に行い、各々の
配線が交差しないこと。

（配線の引き （部品面のジャンパーは３本以内）
廻しを作図） 配線を水平⇔垂直方向に曲げる場合、

交点をはんだ付けすること。

”作図上の注意”
部品取り付け及び配線の交点等で、
はんだ付けを行った箇所は、●黒丸で
記入すること。

（設計製作回路課題提出用紙）




